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概要

電波の効率的利用（再配分・再割当を含む）のための

「拡張された市場メカニズム」の設計・分析

I. 概要

H. Oniki
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I. A.  本研究の目的

電波資源の効率的利用のための

制度設計と分析

「拡張された市場メカニズム（EMM）」

2008/6/23H. Oniki

「拡張された市場メカニズム（EMM）」

6

I. B.  設計のポイント―― 2段階の作業

(1)  現状にかかわりなく

「理想的な制度」を考えてみる

2008/6/23H. Oniki
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I. B.  設計のポイント―― 2段階の作業

(2)  現状から「理想」への漸次的な移行

方策を考える

2008/6/23H. Oniki

I. C.  「理想的な制度」の要件

完全情報を仮定 分費 を

8

(1)  完全情報を仮定し、再配分費用を

考えた場合の「最適状態」に近づく

こと

H. Oniki
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I. C.  「理想的な制度」の要件

9

(2)  与えられた状態について

「パレート改善」になっていること

（犠牲者を出さないこと）

H. Oniki

I. D.  「電波利用権」に関する基本前提

10

(1)  電波は国民すべての共有財産

である

H. Oniki
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I. D.  「電波利用権」に関する基本前提

11

(2)  電波を利用する（排他的であるか

否かを問わず）権利は利用者が

国民から一時的に与えられたもの

である

H. Oniki

I. D.  「電波利用権」に関する基本前提

12

(3)  電波利用者は国民（政府が代表）

に対して使用代価を支払う義務を

負う

H. Oniki
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I. D.  「電波利用権」に関する基本前提

13

(4)  電波利用者は、求められた場合

適切な補償を受けた上で電波

利用権を国民に返却しなければ

ならない

H. Oniki

I. D.  「電波利用権」に関する基本前提

14

(5) 電波利用権の変更・再配分は、

パレート改善条件を満足しなけれ

ばならない。

H. Oniki
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I. D.  「電波利用権」に関する基本前提

また複数の変更 再配分計画が存在

15

また複数の変更・再配分計画が存在

する場合には、金額表示のパレート

改善度が最大のものを選ばなければ

ならないならない

H. Oniki

I. D.  「電波利用権」に関する基本前提

16

―― Bill of 

Spectrum Rights 

and Obligationsg

H. Oniki
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電波利用制度全体 概要

電波の効率的利用（再配分・再割当を含む）のための

「拡張された市場メカニズム」の設計・分析

II. 電波利用制度全体の概要

H. Oniki

図4： 電波利用の全体と
「拡張された市場メカニズム」の位置

周波数帯域区分（バンド ブ ク）

（A）技術面の利用要件（政府が決定）

18

利用
要件

電波価格
情報

電波取引量
情報

周波数帯域区分（バンド、ブロック）

利用目的、方式等

者 分 分

利用者： 電波の市場取引に参加

政 府： 市場仲介
保有・取引情報の記録・公表

（B）利用者への配分・再配分

H. Oniki 2008/6/23
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II. A.  技術面の利用条件

が政府が決定

周波数資源の区分

バンド、ブロック

2008/6/23H. Oniki

バンド、ブロック

利用目的・方式等

20

II. B.  利用者への配分・再配分

EMMにより実現

利用者： 市場に「参加」

現ユーザ、潜在的ユーザを含む

2008/6/23H. Oniki

現ユ ザ、潜在的ユ ザを含む
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II. B.  利用者への配分・再配分

政府： EMMを管理

利用者の決定には関知しない

――本研究の対象

2008/6/23H. Oniki

 本研究の対象

22

電波資源配分 再配分

電波の効率的利用（再配分・再割当を含む）のための

「拡張された市場メカニズム」の設計・分析

III. 電波資源配分・再配分の
経済的特色

H. Oniki
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III. A.  電波資源とは (1/1)

スペース資源

有限の容量がある、減耗しない

専用・共用が可能

2008/6/23H. Oniki

専用 共用が可能

24

III. A.  電波資源とは (2/2)

外部性が顕著（プラス、マイナス）

技術進歩による利用高度化が可能

2008/6/23H. Oniki
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III. B.  電波資源の区分、利用単位

バンド ： 1次元（周波数軸）

ブロック： 地上電波では3次元

（周波数軸×地表面）

2008/6/23H. Oniki

（周波数軸 表面）

利用単位

図1： 周波数軸における “Spectrum Band” の例

26

512 518 
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470 770 
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UHF TV band (300MHz) 

TV Channel

H. Oniki 2008/6/23

TV Channel 
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図2： 三次元電波空間における
ブロック “Block (B,A)” の例

27

Frequencies 

band B 
block ሺB, Aሻ 

A

2008/6/23

Land

area A

図3A： 10個の電波ブロックの例

28

ሺB2,A4ሻ 
 

ሺB1,A4ሻ ሺB1,A3ሻ

ሺB2, A3ሻ
 

     ሺB2, A2ሻ ሺB2, A1ሻ 
 

ሺB1, A2ሻ ሺB1, A1ሻ 

H. Oniki 2008/6/23
 

 

ሺB2, A6ሻ ሺB2,A5ሻ 
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図3B：図3A中のブロックの要素である
2個の電波バンドと6個の土地領域

29

B2B1 

A1 A2 A3 A4 

A A

H. Oniki 2008/6/23

A5 A6
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III. C.  電波ブロックの現利用者
（incumbents）

利用から収益を実現利用から収益を実現

利用のために投資している

埋没費用

2008/6/23H. Oniki
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III. C.  電波ブロックの現利用者
（incumbents）

ブロ ク保有費用ブロック保有費用

物理的にはゼロ

制度的費用はあり（例： 電波利用料）

2008/6/23H. Oniki

利用ブロックのローカル独占体

32

III. D.  電波ブロックの潜在的利用者
（potential users）

単数あるいは複数ブ クに いて単数あるいは複数ブロックについて

利用計画、収益予測

需要価格を提示可能

2008/6/23H. Oniki

例： オークション
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III. E. パレート改善再配分（1）

電波ブロックの利用内容

（現利用からの収益）

<（潜在利用からの収益）

2008/6/23H. Oniki

→ 再配分

34

III. F.  パレート改善再配分（2）

電波ブロックの現利用者、潜在利用者

（再配分前収益）

≦（再配分後収益）

2008/6/23H. Oniki
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III. G. （通常の）市場メカニズムによる
再配分の試み

潜在的利用者によるオファー

ブロックの組合せについて

2008/6/23H. Oniki

36

III. G. （通常の）市場メカニズムによる
再配分の試み

現利用者による対応現利用者による対応

極端な代償を要求（hold up）

ローカル独占体の地位を活用

2008/6/23H. Oniki

外部性の戦術的活用
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III. G. （通常の）市場メカニズムによる
再配分の試み

十分に機能しない

2008/6/23H. Oniki

38

III. H.  「（通常の）市場メカニズム（MM）」が
機能しない理由

(1) が最適結果をもたらすための条件(1) MMが最適結果をもたらすための条件

a. 完全情報

b. 需要・供給双方での競争

2008/6/23H. Oniki

需要 供給双方 競争



20

39

III. H.  「（通常の）市場メカニズム（MM）」が
機能しない理由

同質の財（あるいは完全代替財）c. 同質の財（あるいは完全代替財）

が存在

d. 外部性の非存在

2008/6/23H. Oniki

40

III. H.  「（通常の）市場メカニズム（MM）」が
機能しない理由

個別主体が市場に参加するe. 個別主体が市場に参加する

誘因を持つ

（市場参加によって個別主体の

2008/6/23H. Oniki

現状が改善される）
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III. H.  「（通常の）市場メカニズム（MM）」が
機能しない理由

(2) 電波資源の特色(2) 電波資源の特色

a. （完全情報）前提できる

b. （競争条件）供給がローカル独占

2008/6/23H. Oniki

42

III. H.  「（通常の）市場メカニズム（MM）」が
機能しない理由

（完全代替財）存在しないc. （完全代替財）存在しない

（電波は場所・周波数に固有の

存在）

2008/6/23H. Oniki
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III. H.  「（通常の）市場メカニズム（MM）」が
機能しない理由

d （外部性）プラス イナス共にd. （外部性）プラス・マイナス共に

顕著

e. （市場参加誘因）弱い

2008/6/23H. Oniki

（埋没費用、保有コストゼロ）

44

「拡張された市場メカ ズム

電波の効率的利用（再配分・再割当を含む）のための

「拡張された市場メカニズム」の設計・分析

IV. 「拡張された市場メカニズム
（EMM）」

H. Oniki
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IV. A.  目的

パレート改善取引の実現

「実現スピード」を政府がコントロール

2008/6/23H. Oniki

図6：電波再配分のための
「拡張された市場メカニズム」の構成

46

 

C
 

(1) 需要価格(D)の表明 

需要側（潜在的利用者、Y） 
 

(1) 供給価格(C)の表明 

供給側（現利用者、X） 

C

D（入札） R C r

(2) オークション参加 
(3) 落札すれば電波入手、 

利用者になる 

(2) C以上のオファーあれば電

波譲渡 
代価(補償金 C)の収受 

(3) 電波保有料(R=rC)の支払 

市場仲介者（政府 Z）

2008/6/23

 

(1) 電波保有料率(r)の決定 
(2) 電波保有料(R)の収受 
(3) 超過需要の処理（オークション実施） 
(4) 売買価格差（余剰）の収受 

市場仲介者（政府、Z）
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IV. B. 現利用者の権利・義務

(1) 供給価格（C）の表明義務

C： ブロック使用権の譲渡に同意

できる最低金額

2008/6/23H. Oniki

48

IV. B. 現利用者の権利・義務

(2) 電波利用料（R）の支払義務

R = r C

r： 利用料率（年あたり）

2008/6/23H. Oniki

政府が決定
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IV. B. 現利用者の権利・義務

(3) 電波利用

C を超えるオファーが

あるときは利用権を譲渡

2008/6/23H. Oniki

ないときは利用継続

50

IV. B. 現利用者の権利・義務

(4) C の決定(4) C の決定

使用権を継続する → 高額設定

利用料支払を節約する→ 低額設定

2008/6/23H. Oniki
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IV. B. 現利用者の権利・義務

両者のバランスで決定

hold upを防止する

2008/6/23H. Oniki

52

IV. B. 現利用者の権利・義務

( ) 「現利用者 の範囲(5) 「現利用者」の範囲

公・私を問わずすべての利用者

2008/6/23H. Oniki
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IV. C.  潜在的利用者の権利・行動

(1) 利用希望対象ブロックの組合せ

（複数）

組合せを構成するブロックの

2008/6/23H. Oniki

組合せを構成するブロックの

C を入手

54

IV. C.  潜在的利用者の権利・行動

(2) 需要価格（D）の表明（オファー）

利用希望するブロックの各組合せ

について

2008/6/23H. Oniki

について
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IV. C.  潜在的利用者の権利・行動

(3) 競合オファーが無い場合

利用権を入手

2008/6/23H. Oniki

56

IV. C.  潜在的利用者の権利・行動

(4) 競合オファーがある場合

オークションに参加

（combinatorial auction）

2008/6/23H. Oniki

（combinatorial auction）

落札したときは利用権を入手
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IV. D.  政府の役割（1）―― 電波保有料

(1) 保有料率（r）を決定

再配分スピードをコントロール

役割は「中央銀行の利子率

2008/6/23H. Oniki

役割は「中央銀行の利子率

決定」に類似

58

IV. D.  政府の役割（1）―― 電波保有料

(2) 保有料（R）を収受

管理、処分

2008/6/23H. Oniki
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IV. E.  政府の役割（2）――市場仲介

(1) オ クシ ン実施(1) オークション実施

D > C となる各ブロックにつき

Combinatorial auctionを使用

2008/6/23H. Oniki

進行ルール、停止ルール

60

IV. E.  政府の役割（2）――市場仲介

が売買価格差が最大になるオファー

を選択

2008/6/23H. Oniki
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IV. E.  政府の役割（2）――市場仲介

(2) 売買価格差（余剰）の収受(2) 売買価格差（余剰）の収受

管理、処分

2008/6/23H. Oniki

図7A：電波ブロックの供給

供給価格

62

B

C

供給価格
（表明された
補償金額）

電波ブロック
譲渡（取引）された

ブロック

A
O

H. Oniki 2008/6/23
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図7B：電波ブロックの供給

63

供給価格 

電波ブロックの供給曲線 

B

C

電波ブロックの需要曲線 

収支差額 

H. Oniki 2008/6/23

電波ブロック 
譲渡（取引）されたブロック 

AO

D

64

IV. F.  政府の役割（3）―― 情報管理

(1) 情報公開・統計作成

C, D, オークション経過・結果に

ついて

2008/6/23H. Oniki
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IV. F.  政府の役割（3）―― 情報管理

(2) 電波利用権

各ブロックにつき管理、情報公開

2008/6/23H. Oniki

66

IV. G. EMMの結果

パレート改善再配分を少しずつ実現

実現スピードは r を水準によりコント

ロール

2008/6/23H. Oniki

ロ ル
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電波 次利用者と

電波の効率的利用（再配分・再割当を含む）のための

「拡張された市場メカニズム」の設計・分析

V. 電波の二次利用者とEMM

H. Oniki

68

V. A. コモンズ利用

が1次利用者： 政府機関が担当

2次利用者： 公衆

2008/6/23H. Oniki
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V. A. コモンズ利用

C の決定 すべての2次利用者によるC の決定： すべての2次利用者による

供給価格（ゼロ指定も

認める）の合計

2008/6/23H. Oniki

70

V. A. コモンズ利用

の収受 モンズ利用機器購入時にR の収受： コモンズ利用機器購入時に

一括

（機器保証契約との一体化も

2008/6/23H. Oniki

可能）
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V. B. 電波利用サービス事業加入者

ザ例： 移動通信ユーザ、放送視聴者

1次利用者： 事業者

2次利用者： 加入者、視聴者

2008/6/23H. Oniki

2次利用者： 加入者、視聴者

72

V. B. 電波利用サービス事業加入者

C の決定： 1次利用者、すべての2次

利用者による供給価格の

合計

2008/6/23H. Oniki
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V. B. 電波利用サービス事業加入者

がR の収受： 1次利用者が2次利用者分

を代行収受し、自身の分

を加えて納入

2008/6/23H. Oniki

74

V. C. EMMが存在していた場合の
テレビ・デジタル化

EMMによる再配分ケースとして

円滑に進行

2008/6/23H. Oniki
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「予約再配分 予約供給価格

電波の効率的利用（再配分・再割当を含む）のための

「拡張された市場メカニズム」の設計・分析

VI. 「予約再配分、予約供給価格」
の導入

H. Oniki

76

VI. 「予約再配分、予約供給価格」の導入

再配分時点（将来）を指定した再配分時点（将来）を指定したEMM

例： 1年後、3年後、5年後、10年後の

「再配分」

2008/6/23H. Oniki
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VI. 「予約再配分、予約供給価格」の導入

それぞれに を設定それぞれについて C, D, r を設定

予約再配分を実施

2008/6/23H. Oniki

78

VI. 「予約再配分、予約供給価格」の導入

現利用者 潜在的利用者に便宜を現利用者、潜在的利用者に便宜を

もたらす

2008/6/23H. Oniki
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おける投機 能性

電波の効率的利用（再配分・再割当を含む）のための

「拡張された市場メカニズム」の設計・分析

VII. EMMにおける投機の可能性

H. Oniki

80

VII. EMMにおける投機の可能性

戦略的位置を占めるブロックにおいて

可能

2008/6/23H. Oniki
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図4A: （真の）供給価格の例

81

ブロック群の供給価格 

問題ブロック
ブロック群

の需要価格 

2008/6/23
プラス外部性を持つブロック群

電波ブロック 

図4B: （真の）供給価格の例
82

ブロック群の供給価格 問題ブロック 
（不実供給価格）

ブロック群

の需要価格 

2008/6/23

プラス外部性を持つブロック群 
電波ブロック 
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VII. EMMにおける投機の可能性

規制方法

83

規制方法：

Cの急激な引上についてペナルティ

を課する

例： r を C の増加率に連動させる

2008/6/23H. Oniki

84

現状から 移行

電波の効率的利用（再配分・再割当を含む）のための

「拡張された市場メカニズム」の設計・分析

VIII. 現状からEMMへの移行

H. Oniki
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VIII. 現状からEMMへの移行

85

漸次移行が望ましい

Big Bangは不可

2008/6/23H. Oniki

VIII. 現状からEMMへの移行

86

r をゼロに近い水準から少しずつ

引上げる

2008/6/23H. Oniki
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VIII. 現状からEMMへの移行

87

並行して現行電波利用料率を

引下げる

2008/6/23H. Oniki
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